
 

 

 

 夏季休業などの長期休業中には、児童生徒は、家庭での時間が長くなります。「あれ、何か休み前

と違うな」「何か不自然だな」と感じたら、管理職、養護教諭、学年の教職員、スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー等で情報共有し、チームとして対応しましょう。学級の中で、以下の    

動画のように困っている児童生徒はいないでしょうか。下記リンクの動画視聴してみてください。 

 

 

 

 

子供が多くの時間を過ごす学校の教職員は、子供の変化に気付きやすく、児童虐待を発見しやすい

立場にあります。児童虐待防止法第6条には市町村（虐待対応担当課）や児童相談所への通告の義務

が定められています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表は、児童相談所に通告が必要な場合を示しています。発見した教職員は、抱え込むこと    

なく、直ちに管理職へ報告・相談して、通告等の対応を依頼しましょう。特に児童生徒が、「誰に

も言わないで」と口外しない希望を伝えられたとしても、「あなたを守るためである」ことを     

伝え、必ず管理職へ報告してください。虐待の有無を判断するのは、児童相談所等の専門機関   

です。「そんなことがあるはずがない」「どうせいつものこと。前の方がひどかった」などの思い

込みから通告をしないことで、児童生徒の安全が守られないことがないよう、夏休み明け、アンテ

ナを高くして、児童生徒の表情等観察していきましょう。 
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人権啓発動画「『誰か』のことじゃない。」児童虐待編 （3分４７秒）① 

人権啓発動画「あなたは大丈夫？考えよう！児童虐待」【こどもパート】 （14分39秒）② 

 

児童虐待リスクのチェックリスト（千葉県教職員のための児童虐待対応リーフレット） 

 

https://www.youtube.com/watch?v=saDIFthydlE
https://www.youtube.com/watch?v=gjrnBrdztkA
https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/jisei/jinkennkyouiku/documents/kyuousyokuinri-huretto.pdf


 

また、長期間虐待を受け続けると、以下のような状態となっていることが多くあると言われていま

す（千葉県子ども虐待対応マニュアルより）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような状況を念頭に、児童生徒の最善の利益のために、寄り添った支援となるよう、関係   

機関と連携して対応していきましょう。 

児童虐待の疑い等、児童生徒の環境への働きかけ、関係機関との連携にはスクールソーシャル    

ワーカーとの連携も有効です。 

スクールソーシャルワーカー（SSW）とは、 

教育分野及び社会福祉の分野に関する専門的な知識や技術を持ち、問題を抱えた児童生徒が置かれ

た環境への働きかけや関係機関とのネットワークの構築など、多様な支援方法を用いて課題解決への

対応を図ります。 

ヤングケアラーの対応におけるスクールソーシャルワーカーとの連携についてのお願い 

南房総教育事務所 スクールソーシャルワーカースーパーバイザー 川島 隆太 

 子ども・若者育成支援推進法は、「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認

められる子ども・若者」として、ヤングケアラーを、国・地方公共団体等が各種支援に努めるべき対

象としています。 

自分の時間が取れない、勉強する時間が十分に取れない、友達と遊ぶことができない、睡眠が十分

にとれないと感じている場合は、子どもの権利が守られていない状態の可能性があります。しかしな

がら、そのような状況で生活をしていても、自分が「ヤングケアラー」であることに気づいていない

場合や、家族のことは家族で何とかしなければならないという思いで頑張るがあまり、一人で悩みを

抱えてしまうこともあります。 

そのような疑いがある場合は、「ヤングケアラー」という言葉と視点のみで捉えるのでなく、子ど

も自身がどのように考えているのか、何が必要なのかを、慎重に時間をかけて聞いていく必要があり

ます。その場合は、是非スクールソーシャルワーカーを学校に要請し、ともに対応・支援について話

し合っていくことを検討してください。スクールソーシャルワーカーが中心となり、児童生徒のセー

フティーネットの構築に向け、関係機関や支援者、協力者を繋ぎ、児童生徒の成長を支えることとな

ります。まずは、関係機関の連携の要として、スクールソーシャルワーカーの派遣要請を！！ 

ヤングケアラー総合相談窓口が開設されています。 


